
ク
ン
l

ケ
イ

是
等
の
法
令
の
賀
行
を
見
た
こ
と
は
一
た
び
も
な
か
一
四
十
二
代
に
移
っ
た
ρ
臨
永
十
九
年
七
周
十
日
九
十

っ

た

。

一

一

一

歳

で

示

寂

。

グ
ン
ヤ
タ
コ
コ
ン
ツ
ウ
カ
イ
軍
設
古
今
語
解
一
ケ
イ
ガ
ン
ジ
桂
岩
寺
金
栂
野
凶
寺
町
に
在
。
、

六
巻
。
事
保
二
年
有
様
武
貞
者
。
内
容
は
軍
役
本
源
・
一
夫
緯
山
と
焼
し
、
曹
洞
宗
に
臨
す
る
。
俗
に
五
百
羅

賀
州
箪
役
考
・
賀
州
軍
役
遁
計
・
賀
州
軍
役
資
制
・
人
一
穏
と
呼
ぶ
。
そ
の
陶
来
書
に
、
『
笛
寺
開
基
寛
永
十
九

敏
道
具
小
制
・
軍
役
大
小
常
務
等
の
諸
問
討
に
別
た
れ
一
年
併
泰
銅
創
立
仕
。
元
寺
地
は
停
馬
町
地
子
地
に
有

て
ゐ
る
0

.

一
之
慮
、
事
保
十
四
年
類
焼
致
し
、
同
十
五
年
石
川
郡

グ
ン
ヤ
タ
ナ
イ
コ
ウ
軍
復
内
希
一
加
。
享
保
一
泉
野
部
地
の
内
へ
移
鱒
仕
。
』
と
あ
り
、
泉
野
部
地
は

三
年
有
様
武
貞
者
。
知
行
詰
り
人
馬
数
、
徒
以
下
人
一
即
ち
今
の
厨
で
あ
る
。
寺
競
五
百
羅
漢
は
天
麟
の
滋

夫
之
岡
り
、
無
息
人
親
見
閲
陣
に
可
出
闘
り
等
、
戟
一
願
で
、
、
文
化
六
年
三
局
よ
り
栂
那
に
閥
挫
し
、
二
百

時
の
準
備
に
射
す
る
私
案
で
あ
る
。
一
餓
肱
を
這
っ
た
が
、
文
化
十
一
年
九
周
讃
園
寺
九
峰

グ
ン
ヨ
ウ
セ
ン
コ
ウ
ズ
カ
イ
憲
容
撰
功
園
解
一
の
肉
食
女
犯
の
罪
科
顕
れ
、
天
際
も
亦
述
座
し
、
翌

一
mm。
有
探
武
貞
の
著
。
職
関
上
の
儀
穂
・
職
共
の
一
十
ご
年
十
月
六
日
他
の
六
併
と
共
に
白
水
野
町
端
刑
法

配
列
等
を
闘
似
附
し
た
も
の
で
、
賀
永
四
年
の
者
で
あ
一
場
に
於
い
C
際
刑
に
隠
せ
ら
れ
た
。
依
っ
て
後
住
欄

る

。

一

牛

が

治

志

を

繕

ぎ

、

文

政

八

年

三

且

に

主

り

五

百

体

グ
ン
日
ユ
ウ
カ
ン
群
議
館

4
ソ
ウ
ユ
ウ
カ
y

一
漸
く
全
備
し
、
十
入
日
か
ら
廿
八
日
ま
で
入
限
供
養

枇

縮

問

。

一

を

行

う

た

も

の

で

あ

る

o

一
ケ
イ
ギ
セ
ン
セ
イ
イ
コ
ウ
柔
疑
先
生
遺
稿
一
一
一

一
容
。
大
地
昌
言
の
五
書
古
詩
三
首
、
七
言
古
勝
四
首
、

・

二

乱

含

作

詩

百

九

十

一

首

、

五

言

排

律

四

首

、

七

言

律

』

a，
一

路

九

十

筒

、

五

言

絶

句

二

十

首

、

七

言

絶

句

百

二

十

‘

一

-

首

、

賦

二

錦

、

序

六

筒

、

記

六

筒

、

論

一

節

、

続

一
五
郎
、
設
一
郎
、
僻
一
節
、
銘
ニ
錦
、
紘
一
札
錦
、
祭

ケ
ア
ヒ
毛
合
江
沼
郡
潟
聞
に
臨
す
る
部
務
。
一
文
二
館
、
議
総
一
縮
、
書
般
五
慌
を
集
め
た
も
の
。

毛
合
の
中
に
洞
尻
が
あ
っ
た
が
、
大
理
寺
務
で
は
そ
一
門
人
加
藤
惟
賀
・
印
牧
底
遣
の
編
桝
に
成
り
、
賀
隠

れ
を
一
村
と
し
て
取
扱
う
た
。
次
い
で
明
治
年
中
に
一
六
年
仲
冬
惟
貨
の
序
が
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

京
っ
て
、
廷
に
毛
合
・
河
尻
を
併
は
せ
て
合
河
と
し
一
ケ
イ
コ
ウ
イ
ン
桂
香
院
加
賀
滞
宇
一
第
四
代
前

た

。

一

回

光

高

の

子

高

菊

丸

の

法

脱

。

常

し

く

は

桂

一

帯

院

特

ケ
イ
ガ
ン
Z
イ
シ
ョ
ウ
桂
儀
芸
昌
留
制
宗
の
一
英
宗
機
章
子
。

術
。
近
江
の
入
、
幼
に
し
て
仰
陀
寺
の
大
源
宗
民
に
一
ケ
イ
コ
キ
プ
ン
稽
古
記
聞
一
加
。
富
永
全
昌

投
じ
、
大
源
の
寂
後
徹
山
富
廓
に
殺
を
党
け
、
次
い
一
が
‘
前
悶
綱
紀
の
言
行
に
就
い
て
、
自
ら
見
聞
し
た

で
承
天
寺
・
吉
静
寺
に
住
し
、
晩
年
徹
山
の
後
を
受
て
」
と
を
記
し
た
も
の
0

.

け
て
大
来
寺
六
代
の
主
と
な
り
、
叉
能
管
の
永
光
寺
一
ケ
イ
シ
ユ
・
ワ
イ
ン
醤
油
院

加
賀
務
中
一
第
十
=

七
五

代
前
回
蹄
刑
務
の
側
室
久
世
氏
の
法
娘
。
付
紙
に
横
長
知
私
記
と
あ
っ
亡
、
横
山
長
知
の
集
録

ゲ
イ
シ
ユ
ウ
ミ
チ
ノ
キ
欝
州
鐙
之
記
一

mm。
一
し
た
も
の
で
あ
る
。

不
破
竣
明
著
。
鹿
島
侯
へ
使
節
と
し
て
、
天
明
七
年
一
ケ
イ
チ
ョ
ウ
タ
傾
臆
寺
鹿
島
郡
飯
川
に
在
つ

十
二
周
サ
日
金
調
停
を
出
渡
し
、
八
年
正
周
十
二
日
着
、
一
て
、
国
拠
出
訴
束
波
に
臨
す
る
。

十
六
日
鹿
島
震
、
ニ
用
四
日
鼠
着
し
た
紀
行
で
、
自
一
ケ
イ
チ
ョ
ウ
チ
ユ
ウ
ガ
イ
デ
ン
慶
長
中
外
侮

作
の
詩
歌
な
ど
載
せ
て
あ
る
。
一
掘
婆
水
著
。
艶
臣
民
の
事
践
を
梓
記
し
て
、
元
和
元

ケ
イ
ジ
ヨ
豊
徐

J
〆
イ
ト
ウ
ケ
イ
ジ
ヨ
大
一
年
大
坂
務
城
に
及
ぶ
。
文
飾
を
加
へ
て
面
白
く
認
さ

透

圭

徐

。

一

れ

、

後

の

鎗

本

太

閤

記

も

之

に

よ

っ

て

作

ら

れ

た

の

ケ
イ
ジ
ヨ
慶
助
能
美
郡
松
岡
寺
粂
玄
謹
鹿
の
一
だ
と
い
は
れ
る
。

四
男
。
公
名
刑
部
卿
。
享
捺
四
年
十
一
周
十
八
日
錯
一
ケ
イ
チ
ョ
ウ
ノ
エ
キ
慶
長
の
役
ハ
一
〉
前
田
利

乱
に
依
っ
て
矢
と
奥
に
山
，
内
に
自
書
し
た
。
時
に
一
長
の
出
征

l
慶
長
五
年
強
徳
二
氏
の
相
事
ふ
や
、
前

二

十

二

歳

。

一

回

利

長

は

東

軍

に

留

し

、

そ

の

北

迩

に

先

だ

ち

、

使

ケ
イ
ズ
チ
ョ
ウ
薬
園
帳
諾
士
家
々
の
元
組
よ
一
を
小
松
域
の
丹
羽
長
重
に
誼
は
し
て
和
を
求
め
た

り
笛
主
ま
で
の
系
闘
を
記
し
、
そ
の
履
隠
を
載
せ
た
一
が
、
迭
に
成
立
し
な
か
っ
た
。
利
長
乃
ち
高
島
定
育
・

帳
で
あ
る
。
そ
れ
を
集
め
、
苗
字
の
伊
白
波
煩
に
し
一
奥
村
永
嗣
・
青
山
吉
次
を
金
搾
に
留
守
せ
し
め
、
弟

た
も
の
は
諸
士
系
闘
帳
と
い
う
て
、
務
侯
と
年
寄
中
一
利
政
と
共
に
七
周
廿
六
日
出
渡
し
た
。
利
長
は
石
川

と
の
席
に
備
へ
付
け
で
あ
っ
た
。
延
亭
四
年
七
且
に
一
部
爾
留
に
至
っ
て
箪
識
を
定
め
、
小
松
城
を
陥
る
L

取
立
て
た
の
が
そ
の
濫
簡
で
あ
ら
う
。
一
に
先
だ
ち
亡
、
そ
の
奥
黛
大
聖
寺
の
山
口
宗
永
を
庖

ケ
イ
セ
ツ
シ
ョ
ウ
キ
盤
雲
小
記
一
般
。
村
井
一
る
の
袈
あ
り
と
し
、
サ
七
日
能
美
郡
三
遊
山
に
次
す

長
道
箸
。
塑
棋
の
大
道
た
る
こ
と
を
冒
と
し
、
康
問
一
る
や
、
悶
島
一
・
吉
・
不
破
直
光
を
こ
L

に
留
め
、
又

の
隣
梯
を
和
解
し
て
、
専
ら
輩
諜
初
mm
の
鑓
に
し
た
一
一
前
回
良
織
・
寺
商
売
慣
を
千
代
に
置
い
て
小
松
城
を

も
の
。
巻
首
に
長
街
治
蹄
老
人
無
名
交
編
と
級
せ
、
一
軍
制
せ
し
め
た
。
入
居
朔
利
長
三
遊
山
を
渡
し
、
吉

文
政
庚
寅
仲
秋
治
翁
と
出
荷
し
た
自
序
が
あ
る
。
天
保
一
竹
・
本
江
・
漣
代
寺
・
三
谷
を
経
て
木
掛
潟
の
東
を
尚

二

年

五

周

上

梓

し

た

。

一

ぎ

た

時

、

丹

羽

氏

の

将

坂

井

賞

勝

は

、

笛

悶

軍

政

の

ケ
イ
チ
ョ
ウ
カ
ナ
ザ
ハ
ジ
ヨ
ウ
ズ
慶
長
金
津
按
一
翠
ゐ
る
蝋
軍
隊
を
襲
撃
し
た
が
、
軍
政
は
横
山
長
知
・

困
も
と
務
老
奥
村
氏
磁
、
紙
幅
三
六
極
と
二
四
種
一
山
崎
長
知
等
の
援
を
得
て
之
を
峨
泡
し
た
。

許
。
金
海
域
の
最
古
闘
で
、
三
J

丸
・
新
丸
・
北
J

丸
・
一
ハ
ニ
〉
大
迫
寺
の
職

l
八
周
二
日
利
長
は
江
沼
郡
松
山

玉
泉
院
丸
に
士
第
が
あ
り
、
後
の
金
谷
御
殿
の
地
に
一
に
在
り
、
九
里
九
郎
兵
衛
を
大
型
寺
に
諮
っ
て
、
城

は
南
町
・
堤
町
が
描
か
れ
て
居
る
。
一
士
山
.
山
田
宗
永
に
降
を
識
し
た
が
、
宗
永
は
容
れ
な
か

ケ
イ
チ
ョ
ウ
ザ
ダ
メ
ガ
キ
慶
長
定
書
五
冊
。
一
っ
た
。
闘
っ
て
利
長
は
こ
れ
を
屠
ら
ん
と
し
、
一
一
一
日

一
名
金
城
宙
定
番
。
前
田
利
長
の
慶
長
六
年
五
周
十
一
松
山
を
渡
し
た
が
、
宗
永
の
子
修
弘
は
南
郷
に
出
て

七
日
の
定
書
か
ら
、
利
常
の
寛
永
十
六
年
八
眉
二
十
一
防
が
う
と
し
た
の
で
、
利
政
・
長
辿
能
等
そ
れ
を
泡

日
の
定
醤
ま
で
を
、
編
年
に
集
録
し
た
も
の
。
原
本
一
う
て
、
直
に
城
の
大
手
能
橋
に
泊
り
、
山
崎
長
徳
等


